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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

　

市
は
、
誕
生
３
周
年
を
記
念
し

て
、
市
の
木
・
市
の
花
を
定
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
い

つ
も
花
が
咲
き
、
緑
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
に
し
た
い
」
と
の
願
い
を
こ

め
、
自
然
と
緑
の
あ
る
潤
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。
ま
た
、
平
成　

年
春
開
園
予

１７

定
の「（
仮
称
）合
併
記
念
公
園
」の

名
称
を
、今
年
度
中
に
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
京

ド
ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
、約
３
。５
倍
の
広
さ
を
も
つ
、こ

の
公
園
に
、皆
さ
ん
は
、ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
。

　

す
で
に
、市
の
木
・
市
の
花
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、公

園
の
名
称
に
つ
い
て
は
公
募
を
行
い
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、

多
数
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
中
か
ら
、
下
記

の
候
補
を
選
出
し
、あ
ら
た
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う「
木
」

（
１
つ
）、「
花
」（
季
節
ご
と
に
１
つ
ず
つ
）、「
公
園
の
名
称
」（
１

つ
）を
お
選
び
く
だ
さ
い
。ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
話
し
合
い
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
西
東
京

市
と
勝
浦
市
と
の
友
好
都
市
の

提
携
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
、
西
東
京
市
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ご
周
知
の
と
お
り
、
勝
浦
市

は
千
葉
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
都
心
か
ら
約　

キ
ロ�
圏

７５

内
に
立
地
、
市
域
は
黒
潮
の
北

上
す
る
太
平
洋
に
面
し
、
自
然

景
観
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
海 

岸
線
と
緑
の
山
々
や
初
カ
ツ
オ

の
水
揚
げ
日
本
一
を
誇
る
漁

港
、
４
百
余
年
の
伝
統
を
持
つ

朝
市
な
ど
、
活
気
と
人
情
味 

豊
か
な
気
風
を
有
し
、
昭
和　
33

年　

月
１
日
、
千
葉
県
下　

番

10

18

目
の
市
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

　

勝
浦
市
は
、
市
民
と
行
政 

が
一
本
化
し
た
「
市
民
が
主 

人
公
」
を
基
本
理
念
に
生
活 

環
境
、
社
会
福
祉
の
充
実
や 

教
育
文
化
、
市
民
生
活
の
向 

上
、
ま
ち
全
体
の
活
性
化
な
ど

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取 

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
特
性
を
活
か
し
た
催
し
も 

の
で
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
支 

援
の
も
と
カ
ツ
オ
ま
つ
り
や 

ビ
ッ
ク
ひ
な
ま
つ
り
、
若
潮 

　市では、千葉県勝浦市と友好都市提携
をすることとなり、10月22日に友好都市
提携盟約書の調印を勝浦市で行いまし
た。当日会場となった日本武道館の研修
センターでは、両市の関係者約100人が
見守る中、両市長が盟約書に調印後、市
の旗が交換され、和やかなうちにも厳粛
に調印式が行われました。
◆生活文化課（�田 �内線１４１１）

　

月　

日  
勝
浦
市
と
友
好
都
市
提
携
盟
約
の
調
印
を
行
い
ま
し
た

１０

２２

ま
つ
り
、
い
ん
べ
や
ぁ
フ
ェ
ス

タ
勝
浦
な
ど
県
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
、
市
内
は
活

気
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い

ま
す
。

　

貴
市
の
田
無
神
社
の
彫
刻
と

本
市
の
ま
つ
り
屋
台
の
彫
刻
の

作
者
が
嶋
村
俊
表
で
あ
る
と
い

う
縁
も
相
ま
っ
て
、
こ
の
提
携

を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
住
民
交

流
を
深
め
、
産
業
、
福
祉
、
経

済
交
流
は
も
と
よ
り
、
教
育
文

化
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
長

期
展
望
に
た
っ
て
友
好
の
促
進

が
必
要
で
あ
り
、
相
互
の
信
頼

を
軸
に
し
た
交
流
こ
そ
、
新
た

な
創
造
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
本
市
と
千
葉
県

勝
浦
市
と
の
間
で
、
友
好
都
市

の
盟
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

勝
浦
市
は
、
昭
和　

年　

月

33

10

１
日
に
県
内　

番
目
に
市
と
な

18

り
、
今
年
で　

周
年
を
迎
え
ま

45

し
た
。
面
積
は
西
東
京
市
の
約

６
倍
に
あ
た
る　

・　

平
方
キ

９４

９６

ロ�
、
人
口
は
約
８
分
の
１
に

あ
た
る
２
万
３
千
人
で
、
外
房

の
温
暖
な
自
然
環
境
を
生
か
し

た
観
光
と
、
カ
ツ
オ
の
水
揚
げ

日
本
一
を
誇
る
漁
業
に
代
表
さ

れ
る
街
で
す
。
ま
た
、
４
百
余

年
の
歴
史
を
も
つ
と
い
う
朝
市

も
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
り
出

し
て
い
ま
す
。

　

西
東
京
市
で
は
現
在
、福
島
県

下
郷
町
、山
梨
県
須
玉
町
と
姉
妹

都
市
の
関
係
を
も
っ
て
お
り
ま

す
が
、い
ず
れ
も
内
陸
部
で
あ

り
、海
の
あ
る
都
市
と
の
交
流
を

望
ん
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、田

無
神
社
の
彫
刻
と
勝
浦
市
上
本

町
屋
台
の
彫
刻
の
作
者
が
、江
戸

時
代
の
名
工
、嶋
村
俊
表（
し
ま

む
ら
し
ゅ
ん
ぴ
ょ
う
）で
あ
る
と

い
う
縁
を
契
機
と
し
て
、友
好
都

市
の
盟
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
教
育
・
文
化
・
福
祉
・

産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

交
流
を
図
り
、両
市
民
の
友
好
と

理
解
を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

�

西
東
京
市
長��
�
��
��
�
��

�調印式で握手をする両市長

�

勝
浦
市
長��
�
�
��
��
�
��

� � �

� � �

��������
�����

■
市
の
木
候
補　

◎
き
ん
も
く
せ
い　

◎
け
や
き

◎
さ
く
ら　

◎
は
な
み
ず
き　

◎
ポ
プ
ラ

■
市
の
花
候
補　

春　

◎
た
ん
ぽ
ぽ　

◎
つ
つ
じ

　
　

◎
パ
ン
ジ
ー

夏　

◎
あ
じ
さ
い　

◎
さ
る
す

　
　

べ
り　

◎
ひ
ま
わ
り

秋　

◎
き
き
ょ
う　

◎ 
菊 　きく

　
　

◎
コ
ス
モ
ス

冬　

◎ 
梅 　

◎
す
い
せ
ん　

う
め

　
　

◎ 
福
寿
草 

ふ
く
じ
ゅ
そ
う

■
公
園
名
称
候
補　

◎
合
併
記
念
公
園　

◎
西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園

◎
西
東
京
市
中
央
公
園　

◎
ひ
ば
り
公
園　

◎
や
す
ら
ぎ
の
森
公
園

▽
投
票
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▽
投
票
会
場　

田
無
庁
舎
２
階
案
内
、
保
谷
庁
舎
１
階
案
内
、

ア
ス
タ
専
門
店
街
２
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
、
パ
ル
コ
ひ
ば
り
が

丘
店
５
階
レ
ス
ト
ラ
ン
街
、
田
無
郵
便
局
、
保
谷
郵
便
局
、
保

谷
公
民
館
、
芝
久
保
公
民
館
、
柳
橋
出
張
所
、
下
保
谷
図
書
館

※
市
民
ま
つ
り
（　

月
８
日
・
９
日
開
催
）
会
場
内
特
設
会
場

１１

▽
投
票
方
法　

各
会
場
に
備
え
付
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
、

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
投
票
（
１
人
１
回
）　

※
郵
送
（
〒　

―　

西
東
京
市
役
所
田
無
庁
舎
企
画
課
）、
電
子

188

8666

メ
ー
ル
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
投
票
期
限　
　

月
９
日（
日
）

１１

▽
発
表　

平
成　

年
２
月
１
日

１６

号
の
市
報
ほ

か

で
発
表
予
定

　

投
票
し
た
方
全
員
の
中
か

ら
、
抽
選
で　

人
の
方
に
記
念

５０

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。当
選
は
、

記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
企
画
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１１１１
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　「健康づくり推進プラン」に定めた目標の達成に向けた取り組みを着実に推進して
いくため、以下のような推進方策を定めます。
○市民、市民の健康に係わる関係者、市の間で「プラン」を理解・共有する
○必要な財源の確保に努める　　　○進行管理の仕組みをつくる
○情報提供の充実など、すべての施策目標に横断的に関わる事項に取り組む

■総合目標 ��������������������������� 
　総合目標として、以下の３つを設定し、これらを通じて西東京市民の「生活の質
の向上」を図っていきます。
①市民が健康で自立して生活できる期間を延ばすこと（健康寿命の延伸）
②自分が健康であると感じられる市民を増やすこと（主観的健康感の向上）
③健康な家族の形成を支援すること
■目標体系 ��������������������������� 
　総合目標のもとに、「成果目標」、「市民の行動目標」、「行政の施策目標」の３つの
観点から、具体的な目標を設定しました。また、目標の達成状況を把握・評価でき
るよう、目標ごとに達成度を評価するための指標も設定しています。
◎成果目標
　市民や行政の取り組みによって実現することを目指す、具体的な成果の到達点で
す。生活習慣病等の疾患の予防や介護予防、危険因子（リスク）の減少の観点から、
７つの柱に分け、目標を設定しました。
◎市民の行動目標
　生活習慣の改善の観点から、市民が主体的に取り組むべきことがらを、生活場面ご
とに、栄養・食生活、休養・ストレス対策など７つの柱に分けて目標設定しました。
◎行政の施策目標
　市民の主体的な健康づくりの取り組みを支援する観点から、行政が行うべき保健
サービスや環境整備等の施策として、健康診査・検診の充実、子どもの健康に関す
る教育・相談など８つの柱に分け、目標を設定しました。

��������
■健康づくりの理念 ������������������ 
　健康は市民自身が自ら守り、かつ増進することが基本です。市民自ら
が主体的に健康の維持・増進に取り組み、市はその取り組みを支援しま
す。
　「身体（からだ）」の健康だけでなく、「心（こころ）」の健康にも配慮
し、心身両面からの健康づくりをめざします。
　常に自らの健康を意識し、生活習慣や行動をコントロールできるよう
にするため、子どもから高齢者までのライフステージ（人生の段階）に
応じた市の保健事業を活用し、生涯を通じた健康づくりに励みます。

■目的（めざす将来の姿） ���������������� 
　西東京市を、「すべての市民が、乳幼児期から高齢者になるまでの一生
を通じて健やかで心豊かに生活できる活力ある都市（まち）」としていく
ことをめざし、市民、市民の健康に係わる関係者、そして市が、ともに健康
づくりに取り組むことを目的とします。

■計画期間と見直し時期 ���������������� 
　国や東京都の計画にあわせ、平成16年度から22年度までを計画期間と
し、平成21年度以降に計画実施期間の総合的な評価を行った上で、見直
しを図る予定です。

■健康づくりに関わる各主体に期待される役割 ������ 
　健康づくりの主体は市民です。市民一人ひとりがその重要性を理解し、
家庭・学校・職場などの日常生活の場で、継続的に健康づくりに取り組
むことが基本となります。また、健康づくりには、市民のほか、生活の
場を構成する家庭・学校・企業（職場）、日常生活に必要な商品・サービ
スを提供する市内の民間事業者、専門的なアドバイスを提供できる医療
機関や医師等の専門家など、多くの主体が関わっています。
　市は、市民や市民の健康に関わる関係者の連携・協働を支援する役割
を担います。
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健康づくり推進プラン � ◆健康推進課（�保 �内線2361）

友好都市提携にあたって


